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平成２８年第１回 飯塚市議会会議録第１号 

 

 平成２８年２月２４日（水曜日） 午前１０時００分開議 

 

○議事日程 

 

日程第１日   ２月２４日（水曜日） 

 

第１ 開   会 

第２ 会期の決定 

第３ 行政報告 

第４ 総務委員会中間報告（質疑） 

  １ 入札制度について 

第５ 厚生委員会中間報告（質疑）並びに委員長報告（質疑、討論、採決） 

   １ 保育行政について 

  ２ 地域支援事業について 

  ３ 請願第３号 よりよい保育の環境づくりについての意見書提出に関する請願 

第６ 市民文教委員会中間報告（質疑） 

１ 学力向上施策について 

２ まちづくりの推進について 

３ 請願第４号 一条工務店の白旗山メガソーラー開発に関する請願 

第７ 経済建設委員会中間報告（質疑） 

１ 経済施設等対策について 

  ２ 産学連携について 

第８ 平成２８年度施政方針説明 

第９ 議案の提案理由説明 

１ 議案第 １号 平成２７年度飯塚市一般会計補正予算(第６号) 

２ 議案第 ２号 平成２７年度飯塚市国民健康保険特別会計補正予算(第２号) 

３ 議案第 ３号 平成２７年度飯塚市介護保険特別会計補正予算(第２号) 

４ 議案第 ４号 平成２７年度飯塚市後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号) 

５ 議案第 ５号 平成２７年度飯塚市地方卸売市場事業特別会計補正予算(第２号) 

６ 議案第 ６号 平成２７年度飯塚市駐車場事業特別会計補正予算(第２号) 

７ 議案第 ７号 平成２７年度飯塚市学校給食事業特別会計補正予算(第３号) 

８ 議案第 ８号 平成２７年度飯塚市水道事業会計補正予算(第２号) 

９ 議案第 ９号 平成２７年度飯塚市産炭地域小水系用水道事業会計補正予算(第２号) 

10 議案第１０号 平成２７年度飯塚市下水道事業会計補正予算(第２号) 

11 議案第１２号 平成２８年度飯塚市国民健康保険特別会計予算 

12 議案第１３号 平成２８年度飯塚市介護保険特別会計予算 

13 議案第１４号 平成２８年度飯塚市後期高齢者医療特別会計予算 

14 議案第１５号 平成２８年度飯塚市住宅新築資金等貸付特別会計予算 

15 議案第１６号 平成２８年度飯塚市小型自動車競走事業特別会計予算 

16 議案第１７号 平成２８年度飯塚市農業集落排水事業特別会計予算 

17 議案第１８号 平成２８年度飯塚市地方卸売市場事業特別会計予算 



２ 

18 議案第１９号 平成２８年度飯塚市駐車場事業特別会計予算 

19 議案第２０号 平成２８年度飯塚市工業用地造成事業特別会計予算 

20 議案第２１号 平成２８年度飯塚市汚水処理事業特別会計予算 

21 議案第２２号 平成２８年度飯塚市学校給食事業特別会計予算 

22 議案第２３号 平成２８年度飯塚市水道事業会計予算 

23 議案第２４号 平成２８年度飯塚市産炭地域小水系用水道事業会計予算 

24 議案第２５号 平成２８年度飯塚市下水道事業会計予算 

25 議案第２６号 平成２８年度飯塚市立病院事業会計予算 

26 議案第２７号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例 

27 議案第２８号 飯塚市行政不服審査会条例 

28 議案第２９号 飯塚市長の資産等の公開に関する条例 

29 議案第３０号 飯塚市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例 

30 議案第３１号 飯塚市職員の退職管理に関する条例 

31 議案第３２号 飯塚市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の 

一部を改正する条例 

32 議案第３３号 飯塚市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の 

一部を改正する条例 

33 議案第３４号 飯塚市特別職の職員等の給料の支給の特例に関する条例の一部を改正す 

る条例 

34 議案第３５号 飯塚市職員の給与に関する条例及び飯塚市職員の勤務時間、休暇等に関 

する条例の一部を改正する条例 

35 議案第３６号 飯塚市教育職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 

36 議案第３７号 飯塚市立小学校設置条例及び飯塚市立中学校設置条例の一部を改正する 

条例 

37 議案第３８号 飯塚市子育て支援センター条例の一部を改正する条例 

38 議案第３９号 飯塚市子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 

39 議案第４０号 飯塚市空き家等の適正管理に関する条例を廃止する条例 

40 議案第４１号 飯塚市中小企業振興基本条例 

41 議案第４２号 飯塚市消費生活センター条例 

42 議案第４３号 飯塚市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

43 議案第４４号 変更契約の締結(飯塚市新庁舎建設工事) 

44 議案第４５号 変更契約の締結((仮称)飯塚市立幸袋小中学校建設(１工区)工事) 

45 議案第４６号 変更契約の締結((仮称)飯塚市立幸袋小中学校建設(電気設備・その１) 

工事) 

46 議案第４７号 変更契約の締結((仮称)飯塚市立幸袋小中学校建設(給排水衛生設備・そ 

の１)工事) 

47 議案第４８号 変更契約の締結((仮称)飯塚市立幸袋小中学校建設(空調設備)工事) 

48 議案第４９号 財産の無償貸付け(ふれあい広場) 

49 議案第５０号 指定管理者の指定期間の変更(飯塚市斎場) 

50 議案第５１号 飯塚市過疎地域自立促進計画を定めること 

51 議案第５２号 市道路線の認定 

52 議案第５３号 専決処分の承認（平成２７年度飯塚市一般会計補正予算(第５号)） 

第 10 議案の提案理由説明、質疑、委員会付託 

１ 議案第１１号 平成２８年度飯塚市一般会計予算 

    （ 平成２８年度一般会計予算特別委員会 ） 
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○会議に付した事件 

 

 議事日程のとおり 

 

○議長（鯉川信二） 

 これより、平成２８年第１回飯塚市議会定例会を開会いたします。 

会期決定の件を議題といたします。 

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から３月１８日までの２４日間といたしたいと思

います。これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から３月１８日までの２４日間とす

ることに決定いたしました。 

行政報告にはいります。市長。 

○市長（齊藤守史） 

 本日、平成２８年第１回市議会定例会を招集するに当たり、１２月以降、本日までの事務事業

の大要を報告し、審議の参考に供したいと存じます。 

まずは、１月２３日からの寒波による被害状況について報告いたします。 

１月２４日から降り続いた雪は、１５センチメートルの積雪を記録し、宅内水道管の凍結、破

損により２６日に一部の地域で断水が生じました。市では、２７日、８時３０分に災害対策本部

を設置し、情報の収集、被害状況の把握をし、市民の皆様に情報を提供するとともに被災対応を

行いました。ピーク時の断水は、１万１９５０世帯で、２９日に断水は解消しました。人的被害

につきましては、路面凍結による転倒などにより５名の方が軽傷を被りました。被災されました

市民の皆様には、心よりお見舞い申し上げます。 

次に企画調整部について報告いたします。 

ふるさと応援寄附金制度につきましては、１２月からインターネットによる寄附の申込受付を

開始しました。現在、クレジット決済の開始に向け、準備を進めております。お礼の品につきま

しても、１月２０日に開催した「返礼品募集事業者説明会」に、多くの事業者と生産者に参加い

ただいており、品目も現在の１１品目から５０品目程度までふやし、本市の魅力あるお礼の品を

取り揃えてまいりたいと考えております。 

地方創生関連では、１月３１日、東京の渋谷ヒカリエホールで開催された、福岡県主催の「ふ

くおか移住・定住フェア」に参加し、本市の魅力を大都市圏の人々に向けて紹介しました。 

中心市街地活性化事業については、誰もが住みやすい、住み続けたいまちの実現に向け、関係

者や一般市民にまちづくりに関する理解を深めていただくため、２月１５日に「コンパクトなま

ちづくりセミナー」を開催し、市民をはじめ、多分野から関係者の参加がありました。このセミ

ナーでは「人口減少下において持続可能な都市であるために」をテーマに、これからのまちづく

りに対する視点や本市の目指すべき方向性などについて、講演を行いました。今後とも、各事業

の連携を図り、相乗効果を得られるよう、事業を推進してまいります。 

男女共同参画社会の実現を目指し、市民の理解と認識を深めるため、１２月５日にイイヅカコ

ミュニティセンターにおいて「第９回サンクスフォーラム」を開催しました。「私たちが創る 

私たちの未来」と題し、栁淑子さんによる講演会、終了後にはワールドカフェを開催し、延べ

２４０名の参加がありました。 

次に総務部について報告いたします。 

平成２７年度の職員採用試験につきましては、応募者１０２３名のうち、第１次試験合格者

１０３名を対象に第２次試験を実施し、最終合格者２８名を１２月２１日に発表しました。 
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消防につきましては、１月１０日に、嘉麻市の嘉穂中学校グラウンドで「飯塚市・嘉麻市・桂

川町消防連合出初式」を行いました。飯塚市消防団からは、車両３６台、約７６０名が参加し、

団員の団結、士気の高揚を図りました。 

次に経済部について報告いたします。 

１１月２８日から１月２２日までの６２日間、中心市街地の活性化を図るため、緑道公園とコ

スモスコモンをイルミネーションで飾る「まちなかイルミネーション大作戦」が実施され、多く

の方で賑わいました。また、１月３日には、旧伊藤伝右衛門邸において特別無料開館を行い、帰

省された方や正月休みの方など８３４名が来館されました。２月６日から、「第１６回いいづか

雛のまつり」を各商店街、旧伊藤伝右衛門邸、歴史資料館など全１８会場で開催しており、連日

多くのお客様が来場されております。 

次に市民環境部について報告いたします。 

２月１３日に、「環境教育推進大会・エコスタいいづか」を飯塚第１体育館で開催しました。

応募２０団体に加えて、工作やフリーマーケットなど数多くのコーナーを設け、昨年以上に参加

者が楽しみながら、さまざまな環境活動の発表を見て体験できる催しとすることができました。

また、環境保全表彰では、「伊岐須小学校」に大賞を贈呈したほか、来場者が選ぶ当日賞を設け

るなど、住民参加型の大会として開催し、環境保全の大切さを伝えることができました。 

次にこども・健康部について報告いたします。 

１２月１２日に婚活支援事業として「婚活パーティー」を実施しました。先に１０月２日と

１６日に「恋愛・結婚応援セミナー」に延べ３９名の男女が参加し、効果的な思いの伝え方など

を学び、婚活パーティーに繋ぐことができました。パーティーでは、男性２５名、女性２４名の

参加があり、セミナーのスキルを生かし、スムーズなコミュニケーションが図られ、マッチング

数は５組ありました。今後、ご成婚や本市での子育てが期待されます。 

次に福祉部について報告いたします。 

地域包括ケアシステムを構築するための方策として、現在、直営１カ所で運営している地域包

活支援センターを、本年４月から各地域の実情を熟知している在宅介護支援センターに分割委託

をし、地域で暮らす高齢者への支援体制の充実、強化を図ってまいります。平成２８年度から実

施する二瀬地区・穂波西地区・筑穂地区につきましては、１２月に委託契約を行い、引継ぎを含

めた準備を進めており、残りの圏域につきましても、平成３０年度までに順次委託し、最終的に

は直営１カ所と委託９カ所の計１０カ所のセンターによる運営を行い、より地域に密着したもの

にしてまいります。 

次に教育委員会について報告いたします。 

学校施設の耐震補強を含めた大規模改造工事につきましては、今年度に計画をしている３校の

うち、飯塚小学校が竣工しました。今後も児童、生徒が安心できる学校施設づくりを進めてまい

ります。 

１月１０日に、新成人を祝し、コスモスコモンにおいて「成人式」を開催いたしました。新成

人１２５１名の内９０７名の参加を得て、厳粛の中にも和やかな雰囲気で、成人の門出をお祝い

いたしました。 

終わりに上下水道局について報告いたします。 

水道事業につきましては、老朽管対策として「忠隈～楽市地区配水管布設替(２工区)工事」を、

施設改良として「太郎丸浄水場水質モニター改良工事」外２件を発注し、順次着工しております。 

下水道事業につきましては、「柳橋二瀬汚水幹線管渠布設(３工区)工事」外１件を発注し、順

次着工しております。 また、下水道に接続していない世帯を職員が訪問して、融資支援制度な

どの説明を行い、水洗化の促進に努めております。 

以上が１２月市議会定例会以降、本日までの事務事業の大要であります。 

本定例会に提案申し上げます案件は、平成２７年度補正予算議案１０件、平成２８年度当初予
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算議案１６件、条例議案１７件、人事議案２２件、専決処分の承認議案１件、その他の議案９件、

報告２件であります。 

それぞれの議案は上程されました都度、担当者に説明させますので、よろしくご審議の上、ご

議決いただきますようお願い申し上げまして、行政報告を終わります。 

○議長（鯉川信二） 

 「総務委員会の中間報告」を議題といたします。 

総務委員長の報告を求めます。２２番 城丸秀髙議員。 

○２２番（城丸秀髙） 

 総務委員会に付託を受けています調査事件について、中間報告をいたします。 

「入札制度について」は、執行部から「工事契約落札率別内訳表」について、資料の提出並び

に補足説明を受け、審査いたしました。 

本調査事件全般に対する質疑応答の主なものとして、労働者の賃金、公共工事の品質の確保に

悪影響を与えかねない最低制限価格での入札が、本年度１２月末までに執行した条件付き一般競

争入札７０件のうち５３件となっている状況を、どのように評価しているのかということについ

ては、最低制限価格で落札した業者から、利益が出ないという声は聞いていない。また、品質の

確保についても、事業担当課からの工事成績評定値は合格点数に達しており、現在のところ大き

な問題は生じていないと考えているという答弁であります。 

次に、本市発注の公共工事にかかる労働者の賃金が、市の設計価格で支払われているかをチェ

ックできるような公契約条例を制定する時期に来ているのではないかということについては、研

究・検討していきたいという答弁であります。 

以上をもちまして、報告を終わります。 

○議長（鯉川信二） 

 総務委員長の報告に対して、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

「厚生委員会の中間報告」及び「請願第３号」、以上２件を一括議題といたします。 

厚生委員長の報告を求めます。１６番 吉田健一議員。 

○１６番（吉田健一） 

 厚生委員会に付託を受けています、調査事件２件についての中間報告並びに「請願第３号」の

審査結果の報告をいたします。 

「保育行政について」は、執行部から「飯塚市保育所（園）における保育者等の雇用形態と資

格について」等、資料の提出並びに補足説明を受け、審査いたしました。 

その質疑応答の主なものとして、保育士確保のための具体的な取り組みについて、公立保育所

では任期つきの保育士を採用することにより対応するとのことであるが、私立保育園に対しては、

どのような取り組みを行っているのかということについては、これまでに近畿大学九州短期大学

の保育士を目指す学生に対して、奨学金の給付を行うことや市内の保育園に就職した場合に助成

金を支給することなど、さまざまな検討を行ったが、実施には至っていないという答弁でありま

す。 

この答弁を受けて、保育士が確保できていない最大の要因は、賃金を含めた処遇の問題である

ため、改善に向けて早急に対応してほしいとの意見が出されました。 

次に、平成２８年度の入所申請書の希望する施設を記載する欄には、最大１０施設まで希望先

を記載できるようになっているが、どのような理由でこのような記載欄を設けたのかということ

については、平成２７年度は入所申請者が多かったことなどもあり、あっせん調整が困難であっ

たことから、平成２８年度は多くの希望先を記載していただき、できるだけ希望に沿った施設に

入所できるようにしたものであるという答弁であります。 
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この答弁を受けて、約９７％の方が第１希望の施設に入所できている中、入所希望先の記載欄

をふやすのではなく、入所できなかった保護者と面談を行うことなど、あっせん調整の方法を検

討すべきであるという意見が出されました。 

次に、「地域支援事業について」は、執行部から「在宅医療・介護連携推進事業について」、

資料の提出並びに補足説明を受け、審査いたしました。 

次に、「請願第３号 よりよい保育の環境づくりについての意見書提出に関する請願」につい

ては、紹介議員から趣旨説明を受け、審査した結果、委員の中から誰もが安心して子どもを産み

育て、働き続けられる保育制度の充実を図るために、関係機関に対して意見書を提出すべきであ

るとの意見が出され、採決を行った結果、本件については全会一致で採択すべきものと決定いた

しました。 

以上をもちまして、報告を終わります。 

○議長（鯉川信二） 

 厚生委員長の報告に対して、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

議題中、「請願第３号」についての討論を許します。討論はありませんか。８番 宮嶋つや子

議員。 

○８番（宮嶋つや子） 

 日本共産党の宮嶋つや子です。ただいまの厚生委員長報告のうち、「請願第３号 よりよい保

育の環境づくりについての意見書提出に関する請願」について、賛成の立場から討論を行います。 

昨年４月、子ども・子育て支援新制度がスタートしました。第１に、幼稚園と保育所のいいと

ころを一つにした認定こども園の普及を図る。第２に、保育の場をふやし、待機児童を減らして、

育てやすい、働きやすい社会にする。第３に、幼児期の学校教育や保育、地域のさまざまな子育

て支援の量の拡充や質の向上を進める。第４に、子どもが減っている地域の子育てもしっかり支

援する。この４つが掲げられております。この制度の実施主体は、引き続き市町村とされており

ます。保護者の労働または疾病、その他の理由により、その看護すべき乳児、幼児、その他の児

童について、保育を必要とする場合において、当該児童を保育所において保育しなければならな

いことになっています。 

この新制度の実施については、どうしても国の財源の充実を含めた施策の改善が不可欠となっ

ております。したがって、意見書には第１点については、必要財源を早急に確保し、関連予算を

大幅に増額することについては、国が明確に責任を果たすこと。第２点については、保護者の保

育に対する要求が多様化する中で、想定を超えるようになった保育施設の開所日数、開所時間に

見合う単価設定が必要になっているということ。子どもの保育にかかる費用総額を占める公定価

格について国が実態を踏まえて改善すること。第３点については、職員の処遇と配置基準につい

てです。保育所入所希望に応えたいけれども、保育士が確保できないので受け入れられないとい

う悩みが深刻です。人が少なくて、労働が厳しく、賃金は安いなどの処遇の問題などから、資格

を取っても実際に保育士になるのは４割程度という統計もあります。職員の処遇改善、配置基準

を国が責任を持って抜本的に改定することを求めたものであります。第４点については、保育料

については、自治体において軽減措置がとられておりますけれども、それでも若い子育て世代に

とっては、高すぎる保育料、大変深刻な悩みであります。ほかの施策による支援の充実ももちろ

ん必要ですけれども、特に高すぎる保育料、国の課題として改善を図ることを求めているもので

あります。 

保育所入所待機児童については、飯塚市で１２月は１０２人、この１月も１０９人にという異

常な事態となっております。子どもと保護者を苦しめていることが明らかになっているわけです

けれども、その改善のために、さまざまな努力が本市としても進められておりますが、改善のた
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めには国の決断がどうしても必要です。本請願は、誰もが安心して子どもを産み育て、働き続け

られる保育環境をきちんとつくるために迅速かつ抜本的な改善を国に求めるものであり、賛成で

す。以上です。 

○議長（鯉川信二） 

 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「請願第３号 よりよい保育の環境づくりについての意見書提出に関する請

願」の委員長報告は、採択であります。委員長報告のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって本件は、委員長報告のとおり、採択されました。 

「市民文教委員会の中間報告」を議題といたします。 

市民文教委員長の報告を求めます。１１番 守光博正議員。 

○１１番（守光博正） 

 市民文教委員会に付託を受けています、調査事件２件及び「請願第４号」について、中間報告

をいたします。 

「学力向上施策について」の審査における、質疑応答の主なものとして、総合教育会議におい

て、学力向上施策についての協議はなされているのかということについては、本市の学力向上施

策について紹介しているリーフレットを配付し、取り組みについて説明を行っているという答弁

であります。 

次に、「まちづくりの推進について」は、執行部から「地区公民館のコミュニティセンター

（仮称）化に向けた検討課題について」、資料の提出並びに補足説明を受け、審査いたしました。 

その質疑応答の主なものとして、地区公民館をコミュニティセンター化した場合、どのような

メリットがあるのかということについては、各まちづくり協議会が抱える課題に応じた多様な事

業が実施しやすくなるということが大きなメリットであると考えているという答弁であります。 

 次に、１２地区公民館で、すべて同時期にコミュニティセンター化するのかということについ

ては、まちづくり協議会の進捗状況に差があるため、各協議会との合意形成や、人員体制等が整

い次第、適宜進めていきたいと考えているという答弁であります。 

 次に、「請願第４号 一条工務店の白旗山メガソーラー開発に関する請願」は、執行部から

「自然環境保全対策審議会会議録」等、資料の提出並びに補足説明を受け、審査いたしました。 

その質疑応答の主なものとして、開発許可後の災害発生時には、どのような対応をとることが

できるのかということについては、森林法第１０条の３で監督処分が規定されており、許可権者

である県は、事業者の開発行為に不正等があった場合、復旧等を含めて必要な行為を命ずること

ができるとされているという答弁であります。 

次に、県の森林審議会の審議は、森林保全部会へ差し戻しになったとのことだが、次回の開催

予定は決まっているのかということについては、１月１３日に県へ確認したところ、未定との回

答があったという答弁であります。 

この答弁を受けて、本請願については、県の審議会の状況をみて判断する必要があるとの意見

が出されました。 

以上のような審査を行い、本件については継続して審査することとしております。 

以上をもちまして、報告を終わります。 

○議長（鯉川信二） 

 市民文教委員長の報告に対して、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 
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「経済建設委員会の中間報告」を議題といたします。 

経済建設委員長の報告を求めます。１０番 永末雄大議員。 

○１０番（永末雄大） 

 経済建設委員会に付託を受けています調査事件２件について、中間報告をいたします。 

「経済施設等対策について」は、執行部から「経済施設の今後の方針について」、資料の提出

並びに補足説明を受け、審査いたしました。 

その質疑応答の主なものとして、飯塚市地方卸売市場は当分の間、公設公営で運営を継続し、

現在地からは移転するとのことであるが、市場関係者と移転先の条件が合わない場合はどうする

のかということについては、現在地での建て替えを行った場合の工期、仮設市場の建設及びコー

ルドチェーン化による周辺環境への影響等の問題があるため、移転先の条件が合うように今後も

協議を重ね、努力していくという答弁であります。 

次に、移転後の市場の跡地について、どのように考えているのかということについては、立地

適正化の計画等と合わせて進める必要があると考えており、関係各課と協議を行っているという

答弁であります。 

この答弁を受けて、跡地の方向性については、早急な対応をしてほしいという意見が出されま

した。 

次に、「産学連携について」は、執行部から「医工学連携事業について」、資料の提出並びに

補足説明を受け、審査いたしました。 

以上をもちまして、報告を終わります。 

○議長（鯉川信二） 

 経済建設委員長の報告に対して、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

平成２８年度施政方針説明に入ります。市長。 

○市長（齊藤守史） 

 平成２８年度施政方針について説明いたします。 

平成２８年度予算案及び関係議案を提出するにあたり、市政運営について所信を申し上げます

とともに、重要施策の大要を申し述べますので、議員並びに市民の皆様のご理解とご協力を賜り

たいと存じます。 

 我が国の経済は、経済財政政策により、デフレ不況から脱却しつつあり、景気は一部に弱さも

見受けられるが、緩やかな回復基調が続いているとされています。しかしながら、不安定な国際

情勢から先行きは不透明であり、また、国内に目を向ければ、人口減少問題が、「強い経済」の

実現を阻害する大きな重荷となることが懸念されています。国では１億人の人口を確保するとす

る中長期的展望のもと、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定するとともに、「希望出生

率１.８」、「介護離職ゼロ」に直結する政策を重点的に取り組む「一億総活躍社会の実現に向

けて緊急に実施すべき対策」を取りまとめ、早急な対応が急がれています。また、地方では少子

高齢化という構造的な課題により、人口減少は今後、加速度的に進むことが予想されます。この

直面する人口減少問題を克服するため、国の施策に沿って地方の特色や地域資源を活かした「ま

ちづくり」を行う「地方創生」の取り組みが求められております。 

本市においても、昨年１０月に「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しており、引き続

き少子高齢化による人口減少に歯止めをかけ、「しごと」と「ひと」の好循環を生み出すための

取り組みを着実に推進する必要があります。また、本年度は、合併後に策定した「第１次総合計

画」が最終年度を迎えるため、平成２９年度から１０年間の本市のまちづくりの基本的方針を示

す「第２次総合計画」や地域間の連携がとれたコンパクトなまちづくりの実現を図る「立地適正

化計画」の策定など、本市の将来を見据えた重要な計画策定に、現在取り組んでおります。 
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以上のように、今年度は、合併から１０年が経過し、今までの施策をふり返り、１１年目の新

たなステージへのステップアップを図る節目の年でもあります。これまで進めてまいりました

「小中学校施設整備」、「浸水対策」、「中心市街地活性化」等の各種事業や人口減少問題に対

応した各種施策に取り組み、市民の皆様に名実ともに「飯塚はひとつ」を実感してもらえる「住

みたいまち 住みつづけたいまち」となるよう未来に向けたまちづくりに邁進してまいります。 

以上のことを踏まえ、主な施策について総合計画の施策体系に沿って、その概要を説明いたし

ます。 

 第１に、人権が大切にされ、個性ある市民主役の協働のまちづくり。 

 地域コミュニティの活性化につきましては、地区公民館を拠点として地域課題の解決に向け、

「まちづくり協議会」への支援を行い、「協働のまちづくり」の推進に努めてまいります。 

人権問題につきましては、同和問題をはじめ、女性、子ども、高齢者、障がい者、外国人やそ

の他さまざまな人権侵害が今なお存在し、社会情勢の変化に伴い、問題も多様化しています。そ

のため、「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」の基本理念に基づき策定します「飯塚市

人権教育・啓発実施計画」に沿って、あらゆる場所・機会を捉え、人権教育・啓発に積極的に取

り組み、差別のない明るいまちづくりに努めます。 

男女共同参画の推進につきましては、「飯塚市男女共同参画推進条例」及び「男女共同参画プ

ラン(後期計画)」に基づき、庁内推進体制の充実・強化及び関係機関との連携を図るとともに、

次期「飯塚市男女共同参画プラン」を策定いたします。 

第２に、簡素で効率的な行財政基盤をもつまちづくり。 

 行財政改革では、平成２７年度に策定いたしました「公共施設等総合管理計画」に基づき、施

設ごとの実施計画を策定してまいります。また平成２６年度より取り組んでおります「第二次行

財政改革」では、市税や利用料等の未収金対策強化、未利用市有地の積極的な売却をすすめ、財

源確保に努めるとともに、行政評価を活用し、効率的で効果的な事務事業の見直しを行ってまい

ります。 

 また、ふるさと応援寄附金事業においては、寄附者の利便性向上を図るために、インターネッ

トによる申し込みを開始し、さらには、お礼の品を拡充することで、寄附額の増加を図り、財源

確保と地域経済の活性化を推進してまいります。 

第３に、魅力と夢を創る活力ある産業のまちづくり。 

 商業の振興につきましては、関係団体との連携を密に図りながら、商業活性化支援のさらなる

強化を図り、空き店舗対策や起業者支援による特色や魅力のある店舗の誘致の推進、各種イベン

トの実施などにより、賑わいの創出に取り組んでまいります。また、商工会議所、商工会、国・

県関係団体等との連携により、地域消費喚起対策や中小・小規模事業者の経営支援についても引

き続き取り組んでまいります。 

 観光の振興につきましては、飯塚観光協会、各種団体や自治体間の広域連携をさらに強化・拡

充するとともに、旧伊藤伝右衛門邸や嘉穂劇場などさまざまな地域資源にスポットを当て、観光

拠点の連携を図りながら、地域が一体となった活性化を図ってまいります。また、「炭鉱・産業

革命遺産」を含めた観光集客をさらに促進するため、国内はもとより、海外に向けた誘客を行う

ための観光ルートの開発、情報発信の強化を図り、さらなる観光集客の推進に努めてまいります。 

工業の振興につきましては、嘉飯桂産業振興協議会や飯塚地域自動車産業研究会、産業支援機

関等と連携を図りながら、新製品開発や販路拡大等に係る各種支援により、地域企業の企業力強

化及び地場産業の振興に取り組んでまいります。 

新産業創出につきましては、産学官連携を中心に据えた地域企業のイノベーション促進や人材

確保等の企業ニーズに応じた支援等を行い、特に重点プロジェクトとしております医工学連携に

つきましては、地域企業の医療関連産業への参入支援を引き続き推進してまいります。 

農業の振興につきましては、担い手不足や高齢化による集落機能の低下、耕作放棄地の増加な
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ど、数多くの問題に直面する中、ＴＰＰ交渉の大筋合意が農業情勢に多大な影響を及ぼすことが

懸念されるため、国・県の動向を見極めつつ、関係機関・団体と連携して農業者が経営の安定を

確立できる施策と支援を講じてまいります。 

 林業の振興につきましては、飯塚市森林整備計画に基づき、多面的な機能を発揮する森林の整

備や保全の取り組みを進めるため、荒廃森林再生事業等を実施してまいります。 

 小型自動車競走事業につきましては、新規市場拡大を目的として、ミッドナイトオートレース

の本格実施を計画しており、また、専用場外発売所の拡充、海外に向けた誘客等、各関係機関及

び包括的民間委託業者と協力し、新たな市場拡大施策に取り組んでまいります。 

第４に、豊かな心を磨き、未来を開く人権尊重のまちづくりであります。 

 学校教育につきましては、未来の飯塚市を担う知・徳・体の調和のとれた子どもの育成のため、

特別支援教育支援員の配置をはじめ、教育環境の整備に努めるとともに、小中一貫教育の推進を

図ってまいります。さらに、ＩＣＴを活用した小学校英語教育など学力向上事業の充実と、社会

性の育成や国際感覚を身につけたグローバルな人材育成に取り組んでまいります。また、学校、

児童・生徒及び保護者を支援できるよう、スクールカウンセラー等専門職員の配置・派遣を行い、

いじめや不登校、問題行動の未然防止と対応の充実に取り組んでまいります。 

 学校施設の整備につきましては、施設一体型の小中一貫校として計画しております３校の建設

や既存施設の大規模改修を行い、教育環境の整備に努めます。 

 学校給食につきましては、地産地消を推進しながら、栄養バランスがとれた安全で安心な給食

を提供するとともに、積極的に食育の推進を図ってまいります。 

 生涯学習につきましては、多様な市民ニーズに応えた学習サービスの向上を図り、「いつでも、

どこでも、だれでも」自由に学習機会を選択できる生涯学習社会の実現を図るとともに、指導者

の育成及び子どもたち自らが学ぶ「生きる力」を培う取り組みを進めてまいります。 

芸術文化の振興につきましては、飯塚市文化振興マスタープランを策定し、その推進に努める

とともに、今年３５周年を迎える飯塚新人音楽コンクールの支援等に取り組んでまいります。 

文化財保護につきましては、旧伊藤伝右衛門邸庭園の整備をはじめとした文化財の保存と活用

を推進し、歴史資料館では、開館３５周年及び合併１０周年事業等を通して市の歴史・文化の紹

介に努めてまいります。 

国際交流事業につきましては、友好都市提携を結んでおります米国カリフォルニア州サニー

ベール市との中学生海外研修などの交流をはじめ、関係機関・団体等と連携を図りながら、国際

交流の推進に努めてまいります。 

第５に、交流を生み出す安全・安心のまちづくりであります。 

 安全・安心なまちづくりにつきましては、移動系防災行政無線のデジタル化を行い、消防・防

災・防犯意識の啓発・高揚を図るとともに、関係機関等と連携を図りながら総合防災訓練等の各

種活動を推進してまいります。 

 空き家対策につきましては、「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づき、市内の空き

家等の状況を把握するため、実態調査に取り組んでまいります。 

消費者行政につきましては、専門相談員による相談業務や啓発業務を持続的に実施するため、

消費生活センターの広域運営の充実に努めてまいります。 

浸水対策につきましては、「飯塚市防災(浸水)対策基本計画」に基づき事業を実施しておりま

すが、平成２８年度からの中期計画事業に基づく河川や水路、調整池、排水ポンプの新設等、

国・県と協議を重ね事業に取り組むとともに、平成２７年度までの短期計画事業の浸水対策効果

の検証を実施してまいります。 

公園の整備につきましては、「公園施設長寿命化計画」に基づき、安全性の確保やコスト縮減

の観点から公園施設の適切な維持管理を行ってまいります。また、勝盛公園や大将陣公園等にお

いて、桜の木の再生事業に取り組み、市民の皆様に愛される公園づくりに努めてまいります。 
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主要幹線道路網の整備につきましては、国道２０１号飯塚・庄内・田川バイパスの全線４車線

化拡幅工事が着手されており、平成２９年度末に完成予定であります。今後も周辺沿線渋滞の緩

和に向け、八木山バイパスの全線４車線化や交通安全対策について周辺自治体で構成します道路

建設促進期成会と連携しながら、国や県に対し、さらなる要望活動に努めてまいります。 

県道及び都市計画道路の整備につきましては、現在実施中の県道鯰田・中線や県道飯塚・穂波

線の早期完成、さらには、中心拠点へのアクセス強化を図るため、中心市街地に位置しておりま

す都市計画道路新飯塚潤野線の未整備区間の早期事業化に向けた取り組みを進めてまいります。 

市道の整備につきましては、計画的な道路補修事業と「橋りょう長寿命化実施計画」に基づい

た修繕事業を継続して実施してまいります。 

定住促進及び転出抑制につきましては、マイホーム取得奨励補助金及び住宅リフォーム補助金

の両制度をその一つと位置づけ、継続して取り組んでまいります。 

市営住宅につきましては、「公営住宅等長寿命化計画」に基づき、屋上防水や外壁等の維持補

修工事を行うとともに、管理戸数の適正化を図りながら快適な住環境の整備に努めてまいります。 

中心市街地の活性化につきましては、計画期間の最終年度を迎え、事業間の相乗効果や地域へ

の波及効果等の計画評価の視点を持って、事業の確実な実施に努めてまいります。また、人口減

少下での都市構造のあり方を見つめ、将来における居住環境の維持・増進を図る「立地適正化計

画」を策定し、まちづくりと都市計画の連携による拠点連携型都市の構築を進めてまいります。 

公共交通につきましては、予約乗合タクシーとコミュニティバス、街なか循環バスを運行する

ことで、市内各地区から市中心部への乗り継ぎによる利用が可能となりました。今後も、市民の

皆様にとって利用しやすい効率的かつ効果的な、地域公共交通体系の構築に努めてまいります。 

情報化の推進につきましては、ＩＣＴの利活用により情報発信力の強化を図り、広く市民の皆

様への情報提供に努めるとともに、国が進めております社会保障・税番号制度の運用開始に伴い、

住民票等の証明書発行でマイナンバーを活用した「コンビニ交付」を実施するなど、市民の皆様

の行政手続きの利便性向上に努めてまいります。 

新庁舎建設事業につきましては、今年度から内外装工事にかかり、来年２月末の竣工に向けて

工事を進め、あわせて、移行準備の事務を進めてまいります。 

第６に、自然と人が織りなす快適環境のまちづくりであります。 

環境保全につきましては、「第２次飯塚市環境基本計画」に掲げる重点プロジェクトに取り組

み、ごみの減量・リサイクルの推進、廃棄物の適正処理、不法投棄の防止等の施策を市民の皆様

との協働により積極的に進めてまいります。また、温室効果ガス排出量の削減のため、引き続き

節電等の省エネに取り組んでまいります。 

上水道事業につきましては、安全で安心な水を安定的に供給していくため、第８期拡張事業に

おいて、筑穂地域の馬敷配水池築造の実施設計及び関連する馬敷地区～大分地区配水管布設工事

を実施するとともに、諸施設改良では、穂波地域の平恒配水池送水管布設替工事等を施工し、さ

らに、有収率の向上を図るため配水管の布設替え及び漏水調査などの老朽管対策を年次計画に基

づき推進してまいります。また、自然災害による水道管凍結防止につきましても、事業者との連

携を図りながら、啓発に努めてまいります。 

公共下水道事業につきましては、汚水処理構想に基づき事業計画区域の見直しを行っていくと

ともに、生活環境の改善、河川等の水質保全のため、社会資本整備総合交付金等を活用し、下水

道の整備、普及に努めてまいります。 

第７に、ふれあいとやさしさが支える健やかなまちづくりについてであります。 

健幸都市いいづかの実現につきましては、その拠点の一つとしてオープンしました「健幸プラ

ザ」が、予想を上回る市民の皆様にご利用いただいております。これを弾みに本年度はさらに、

健幸都市を目指して市民の皆様に浸透していくよう事業を展開してまいります。 

２０２０東京オリンピックパラリンピックに向けては、歴史ある飯塚国際車いすテニス大会の



１２ 

さらなる進化に繋げるため、実行委員会を中心に事前キャンプ地誘致に向けて取り組んでまいり

ます。 

飯塚市立病院につきましては、昨年１月から新棟での診療を開始し、現在、附属施設の改修工

事、旧館の解体工事等を行っております。市民の皆様にさらに充実した医療環境を提供できます

よう本年度末のグランドオープンを目指して事業を進めてまいります。 

国民健康保険事業につきましては、国保制度改革により、平成３０年度から県が財政運営の責

任主体となり、市町村とともに国保の運営を担うこととなっております。今後も、より一層医療

費の適正化を推進し国保財政の安定化に努めてまいります。また、レセプト等のデータ分析に基

づく健康増進のための事業計画である「データヘルス計画」をもとに、被保険者の健康状態に即

した、特定健診・特定保健指導及びヘルスアップ事業による生活習慣病予防に取り組んでまいり

ます。 

後期高齢者医療保険事業につきましては、本年度は、保険料率の改定が行われますが、依然と

して、医療費は年々増加しており、医療費抑制策としまして、国民健康保険事業と同様に適正受

診の奨励やジェネリック医薬品の利用等の啓発に努めてまいります。 

介護保険事業につきましては、「第６期介護保険事業計画」に基づき、介護サービスの質の向

上、介護給付の適正化、介護サービス基盤の整備に努めてまいります。なお、平成２９年４月か

らの介護予防・日常生活支援総合事業の実施に向け、要支援者等に対する効果的かつ効率的な

サービスの提供を行うことができる体制の整備や仕組みづくりに取り組みます。 

高齢者福祉施策につきましては、住みなれた地域で人生の最期まで自分らしい暮らしを続ける

ことができるよう、引き続き「地域包括ケアシステム」の構築を推進するとともに、認知症の早

期診断・早期対応のための体制整備に取り組んでまいります。また、高齢者の人権・権利を擁護

するため、虐待防止や成年後見制度の普及・啓発に取り組んでまいります。 

社会福祉につきましては、「第２期飯塚市地域福祉計画」に沿って市民、地域及びボランティ

ア団体等との協働による「お互いを尊重し、支え合い、助け合う地域づくり」を推進してまいり

ます。 

障がい者福祉につきましては、「第３期飯塚市障がい者計画」に基づき、障がい者に関する正

しい理解の促進や障がい者の自立と社会参加の促進を図るとともに、障がい者に係る福祉サービ

ス等のさらなる向上に努めてまいります。また、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する

法律」、いわゆる「障害者差別解消法」の施行に伴い、障がい者の権利利益を侵害することとな

らないよう、必要かつ合理的な配慮に努めてまいります。 

生活保護につきましては、必要とされる市民の皆様に対して迅速に適用できるよう、生活保護

情報ホットラインを開設するなど体制の強化を行い、最後のセーフティネットである生活保護の

役割を着実に果たすため支援体制の充実に努めてまいります。保護開始後は就労支援事業の積極

的活用や生活指導、また各関係機関との連携を強化することで、自立に向けた支援の充実を図り、

生活保護の適正執行に取り組んでまいります。 

子育て支援につきましては、「子ども・子育て支援事業計画」に基づき、国の動向も踏まえな

がら、幼稚園、保育所、認定こども園が利用できる量の拡充や子どもたちが豊かに育っていける

質の向上等に努めてまいります。また、支給認定を受けていながら保育所を利用されていない児

童の解消に努めるとともに、子育てプラザの１０月オープンに向けて、整備を進めてまいります。 

こども育成につきましては、「子ども・子育て支援事業計画」に基づき、放課後子ども教室と

児童クラブの一体的な取り組みによる「放課後子ども総合プラン」の推進に努め、地域と連携・

協働しながら、心身ともに健やかに成長できるすべての子ども・子育て家庭の支援を進めてまい

ります。 

子ども医療費助成制度につきましては、外来診療は小学校３年生まで、入院診療は中学校３年

生までを対象としておりますが、本年１０月から外来診療は小学校６年生まで、入院診療は高校
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生世代まで拡大し、保護者の負担軽減を図ってまいります。また、本市独自の不妊治療助成制度

を新設し、少子化対策に取り組んでまいります。 

以上が平成２８年度の主な施策であります。 

本市の財政状況につきましては、合併直後から取り組んでまいりました行財政改革などにより

財政状況の改善が図られています。しかしながら、歳入の根幹をなす市税収入の伸び悩みや地方

交付税の減少など厳しい財政状況が予想される中、歳出の義務的経費である社会保障関連経費は

今後も増大することが見込まれます。さらに、本市が進めております重点施策の継続に加え、公

共施設等の老朽化対策も計画的に実施していく必要があります。 

このような状況を踏まえ、これまで述べてまいりました本市の各種施策を確実に実行するため、

既存事業のさらなる見直しや事業の重点化等を横断的に取り組み、財政収支の均衡と施策実現と

のバランスのとれた持続可能で健全な財政基盤を構築してまいります。 

予算額については、一般会計７１７億２千万円、特別会計４９３億９２９６万６千円、企業会

計８５億１７０１万７千円、総額１２９６億２９９８万３千円を計上いたしております。 

十分にご審議いただき、ご賛同を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（鯉川信二） 

 「議案第１号 平成２７年度飯塚市一般会計補正予算（第６号）」から「議案第１０号 平成

２７年度飯塚市下水道事業会計補正予算（第２号）」までの１０件、及び「議案第１２号 平成

２８年度飯塚市国民健康保険特別会計予算」から「議案第５３号 専決処分の承認（平成２７年

度飯塚市一般会計補正予算（第５号））」までの４２件、以上５２件を、一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。副市長。 

○副市長（田中秀哲） 

 ただいま上程になりました議案のうち、まず平成２７年度予算関連議案から提案理由の説明を

いたします。 

「議案第１号 平成２７年度飯塚市一般会計補正予算（第６号）」につきましては、別冊の補

正予算書によりご説明いたします。 

３ページをお願いいたします。第１条で、既定の予算に３８５５万５千円を追加して、予算の

総額を６８５億６９４８万６千円にしようとするものでございます。今回の補正は、給与改定に

伴う所要額と今後見込まれる所要額を補正するものでございます。第２条（繰越明許費の補正）

は、７ページをお願いいたします。「第２表」に記載していますように、「水道事業会計補助

金」以下５件の事業につきましては、年度内の完了が見込めないなどの事由により追加するもの

でございます。第３条（債務負担行為の補正）は、同じく７ページの「第３表」に記載していま

すように、「公有財産購入費 目尾地域開発事業用地敷」以下３件につきまして、変更するもの

でございます。なお、内容の説明につきましては省略させていただきます。 

特別会計につきましては、６つの会計で今回補正をいたしております。 

３１ページをお願いいたします。「議案第２号 平成２７年度飯塚市国民健康保険特別会計補

正予算（第２号）」から７７ページの「議案第７号 平成２７年度飯塚市学校給食事業特別会計

補正予算（第３号）」までにつきましては、いずれも給与改定に伴う経費を補正するもので、合

計で３７１万５千円を追加いたしております。 

続きまして、議案番号が飛びますが、議案第５３号の「専決処分の承認」につきましては、地

方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分をいたしましたので、報告を行い、承認を求

めるものでございます。別冊で、平成２８年１月２０日専決と記載されております補正予算書に

よりご説明いたします。 

１ページをお願いいたします。「専決第１号 平成２７年度飯塚市一般会計補正予算（第

５号）」につきましては、第１条で、既定の予算総額に５億３９９７万６千円を追加して、予算

の総額を６８５億３０９３万１千円にしようとするものでございます。今回の専決処分につきま
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しては、国の補正予算（第１号）の関連事業のうち、年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業

にかかる経費を補正するものでございます。第２条（繰越明許費の補正）は、２ページをお願い

いたします。「第２表」に記載していますように、「年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事

業」につきまして、年度内の完了が見込めないため追加するものでございます。 

以上で補正予算の説明を終わりまして、引き続き平成２８年度予算関連議案のうち特別会計の

提案理由につきまして、別冊の予算書によりご説明いたします。 

２５５ページをお願いいたします。「議案第１２号 平成２８年度飯塚市国民健康保険特別会

計予算」につきましては、第１条で、予算の総額を１６９億３８１６万６千円と定めるもので、

歳入では国民健康保険税、歳出では保険給付費など各経費について、平成２７年度の世帯数・被

保険者数等を基に算出、計上しております。 

２８３ページをお願いいたします。「議案第１３号 平成２８年度飯塚市介護保険特別会計予

算」につきましては、第１条で、保険事業勘定の予算の総額を１３７億８６２３万１千円、介護

サービス事業勘定の予算の総額を９４９３万３千円と定めるもので、平成２７年度から２９年度

までの第６期介護保険事業計画に基づき予算を計上しております。 

３１９ページをお願いいたします。「議案第１４号 平成２８年度飯塚市後期高齢者医療特別

会計予算」につきましては、第１条で、予算の総額を１７億３４６７万７千円と定めるもので、

福岡県後期高齢者医療広域連合が試算いたしました医療保険料、納付金等について予算を計上し

ております。 

３３１ページをお願いいたします。「議案第１５号 平成２８年度飯塚市住宅新築資金等貸付

特別会計予算」につきましては、第１条で、予算の総額を３２０６万５千円と定めるもので、歳

入歳出において貸付金の返還収入とそれに伴う経費を計上しております。 

３４１ページをお願いいたします。「議案第１６号 平成２８年度飯塚市小型自動車競走事業

特別会計予算」につきましては、第１条で、予算の総額を１４７億５８４７万２千円と定めるも

ので、本場開催及び場外発売の開催等に係る経費を計上しております。 

３５７ページをお願いいたします。「議案第１７号 平成２８年度飯塚市農業集落排水事業特

別会計予算」につきましては、第１条で、予算の総額を２７５７万８千円と定めるもので、使用

料及び施設管理等に係る経費を計上しております。 

３６５ページをお願いいたします。「議案第１８号 平成２８年度飯塚市地方卸売市場事業特

別会計予算」につきましては、第１条で、予算の総額を７６５３万３千円と定めるもので、使用

料及び市場の管理等に係る経費を計上しております。 

３７７ぺージをお願いいたします。「議案第１９号 平成２８年度飯塚市駐車場事業特別会計

予算」につきましては、第１条で、予算の総額を３８１９万１千円と定めるもので、飯塚立体駐

車場、本町駐車場、東町駐車場の管理運営経費等を計上しております。 

３８７ページをお願いいたします。「議案第２０号 平成２８年度飯塚市工業用地造成事業特

別会計予算」につきましては、第１条で、予算の総額を２４１２万２千円と定めるもので、工業

団地の管理費及び造成に係る市債償還費を計上しております。 

３９３ページをお願いいたします。「議案第２１号 平成２８年度飯塚市汚水処理事業特別会

計予算」につきましては、第１条で、予算の総額を１５８０万３千円と定めるもので、使用料及

び施設管理等に係る経費を計上しております。 

３９９ページをお願いいたします。「議案第２２号 平成２８年度飯塚市学校給食事業特別会

計予算」につきましては、第１条で、予算の総額を１８億６６１９万５千円と定めるもので、小

中学校の給食事業及び自校式給食施設整備事業に係る経費を計上いたしております。 

第２条（継続費）は、４０２ページをお願いいたします。「第２表」に記載していますように、

「目尾・幸袋小中学校自校式給食施設整備事業」以下２件につきまして、平成２９年度までの年

割額の限度額を定め、後年度分の予算執行の調整を図るため設定するものでございます。 
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第３条（債務負担行為）は、同じく４０２ページの「第３表」に記載していますように、片島

小学校以下２校の「給食調理等業務委託料」の契約に伴い、債務が後年度にまたがるため設定す

るものでございます。 

第４条（地方債）は、４０３ページの「第４表」に記載していますように、「学校給食施設整

備事業費」につきまして、３億７６８０万円の限度額を設定するものでございます。 

以上で予算関連議案の説明を終わります。 

続きまして、予算関連議案以外の議案についてご説明いたします。「議案書」をお願いいたし

ます。 

１ページをお願いいたします。「議案第２７号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備

等に関する条例」につきましては、行政不服審査法の施行に伴い、関係条例を一括して整備する

ものでございます。 

１９ページをお願いいたします。「議案第２８号 飯塚市行政不服審査会条例」につきまして

は、同じく行政不服審査法の施行に伴うもので、行政庁の処分等に対する審査請求について、当

該処分の判断の適否を審査するため、附属機関として審査会を設置するものございます。 

２１ページをお願いいたします。「議案第２９号 飯塚市長の資産等の公開に関する条例」に

つきましては、「政治倫理の確立のための国会議員の資産等の公開等に関する法律」に基づき、

市長の資産等の公開に関する事項を定めるものでございます。 

２５ページをお願いいたします。「議案第３０号 飯塚市附属機関の設置に関する条例の一部

を改正する条例」につきましては、体育館などの施設整備についての調査、審議をさせるための

委員会を設置するものございます。 

２７ページをお願いいたします。「議案第３１号 飯塚市職員の退職管理に関する条例」につ

きましては、地方公務員法の改正に伴うもので、職員の退職管理の適正を確保するため、制定す

るものでございます。 

２９ページをお願いいたします。「議案第３２号 飯塚市議会の議員その他非常勤の職員の公

務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例」につきましては、地方公務員災害補償法施行

令等の改正に伴い、関係規定を整備するものでございます。 

３１ページをお願いいたします。「議案第３３号 飯塚市特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例」につきましては、農業委員会等に関する法律

の改正に伴い、農業委員会の委員の報酬等を定めるものでございます。 

３４ページをお願いいたします。「議案第３４号 飯塚市特別職の職員等の給料の支給の特例

に関する条例の一部を改正する条例」につきましては、特別職の職員等の給料の減額措置を１年

間延長するものでございます。 

３６ページをお願いいたします。「議案第３５号 飯塚市職員の給与に関する条例及び飯塚市

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例」につきましては、一般職の職員の

給与に関する法律の改正に伴い、国家公務員の給与改定が行われたので、これを参考にして、本

市職員の給与を改定し、また、地方公務員法の改正に伴い、「等級別基準職務表」を新設し、あ

わせて関係規定を整備するものでございます。 

４８ページをお願いいたします。「議案第３６号 飯塚市教育職員の給与等に関する条例の一

部を改正する条例」につきましては、福岡県公立学校職員の給与に関する条例が改正され、福岡

県公立学校職員の常勤講師の給与改定が行われることとなったので、これを参考にして、本市教

育職員の給与を改定するものでございます。 

５４ページをお願いいたします。「議案第３７号 飯塚市立小学校設置条例及び飯塚市立中学

校設置条例の一部を改正する条例」につきましては、小中一貫校化に伴い、幸袋小中学校の位置

を変更するものでございます。 

５６ページをお願いいたします。「議案第３８号 飯塚市子育て支援センター条例の一部を改
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正する条例」につきましては、飯塚子育て支援センターを本年９月３０日をもって廃止し、街な

か子育てひろばを本年１０月１日から飯塚本町東地区に新築移転するものございます。 

５８ページをお願いいたします。「議案第３９号 飯塚市子ども医療費の支給に関する条例の

一部を改正する条例」につきましては、子ども医療費の支給対象を、外来・入院ともに拡大し、

外来に係る自己負担の限度額を１月１２００円にするものでございます。 

６１ページをお願いいたします。「議案第４０号 飯塚市空き家等の適正管理に関する条例を

廃止する条例」につきましては、空家等対策の推進に関する特別措置法の全面施行に伴い、廃止

するものございます。 

６２ページをお願いいたします。「議案第４１号 飯塚市中小企業振興基本条例」につきまし

ては、本市の中小企業の振興に係る基本理念などを定めるものございます。 

６６ページをお願いいたします。「議案第４２号 飯塚市消費生活センター条例」につきまし

ては、消費者安全法の改正に伴い、消費生活センターの組織、運営等に関する事項について定め

るものございます。 

６８ページをお願いいたします。「議案第４３号 飯塚市消防団員等公務災害補償条例の一部

を改正する条例」につきましては、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の改正

に伴い、関係規定を整備するものでございます。 

７０ページをお願いいたします。「議案第４４号 変更契約の締結」につきましては、新庁舎

建設工事の契約に関し、工事内容の一部変更に伴い、契約金額を７１３万１２４０円減額し、

４６億８０５５万３６８０円に変更するものでございます。 

７３ページをお願いいたします。議案第４５号から８０ページの第４８号までの４件の「変更

契約の締結」につきましては、いずれも幸袋小中学校建設工事の契約に関し、工期の延長に伴い、

契約金額を変更するものでございます。 

７３ページの第４５号の「１工区工事」につきましては、４８５７万８４０円増額し、２５億

６１７３万８４０円に、７６ページの第４６号の「電気設備・その１工事」につきましては、

３４５万３８４０円増額し、３億６２６６万１８４０円に、７８ページの第４７号の「給排水衛

生設備・その１工事」につきましては、１８７万１６４０円増額し、１億４７１３万１６４０円

に、８０ページの第４８号の「空調設備工事」につきましては、２２２万５８８０円増額し、

２億１２２８万５８８０円に変更するものでございます。 

８２ページをお願いいたします。「議案第４９号 財産の無償貸付け」につきましては、ふれ

あい広場事業の実施にあたり、施設の一部を、引き続き筑穂地区まちづくり協議会に無償で貸し

付けるものでございます。 

８４ページをお願いいたします。「議案第５０号 指定管理者の指定期間の変更」につきまし

ては、「飯塚市斎場」の現在の指定管理者の指定期間を１年間延長するものでございます。 

８５ページの「議案第５１号 飯塚市過疎地域自立促進計画を定めること」につきましては、

過疎地域自立促進特別措置法の５年間の延長に伴い、引き続き、同法に基づく計画を定めるもの

でございます。 

８６ページをお願いいたします。「議案第５２号 市道路線の認定」につきましては、開発帰

属に伴い１路線を認定するものでございます。 

以上、簡単ですが、提案理由の説明を終わります。 

○議長（鯉川信二） 

 上下水道事業管理者。 

○上下水道事業管理者（梶原善充） 

 続きまして、企業会計の平成２７年度補正予算関連議案の提案理由を説明いたします。 

 別冊の「水道事業会計補正予算（第２号）」と記載しています予算書をお願いいたします。 

今回の上下水道事業３会計の補正の主な理由につきましては、平成２７年人事院勧告に伴い、
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国家公務員の給与の改定が行われましたので、これを参考に職員給与を改定することに伴う人件

費等の増、及びこれに伴う一般会計補助金の増によるものでございます。 

１ページをお願いいたします。「議案第８号 平成２７年度飯塚市水道事業会計補正予算（第

２号）」につきましては、第３条で、収益的支出を２３１万４千円増額いたしまして、総額を

２１億８４７５万２千円とし、第４条で資本的支出を６３万４千円増額いたしまして、総額を

２３億８３４９万２千円とするものでございます。 

７ページをお願いいたします。「議案第９号 平成２７年度飯塚市産炭地域小水系用水道事業

会計補正予算（第２号）」につきましては、第２条で、収益的収入を１６万２千円増額いたしま

して、総額を４６３７万７千円とし、収益的支出を１６万２千円増額いたしまして、総額を

４５３２万５千円とするものでございます。 

１３ページをお願いいたします。「議案第１０号 平成２７年度飯塚市下水道事業会計補正予

算（第２号）」につきましては、第２条で、収益的支出を４６万８千円増額いたしまして、総額

を１８億１９５７万３千円とし、第３条で、資本的支出を８６万９千円増額いたしまして、総額

を１６億３３０１万４千円とするものでございます。また、第４条で、「公共下水道事業計画変

更委託料」外３件の債務負担行為限度額の変更を計上いたしております。これは、各事業の契約

締結によるものでございます。内容の説明は、省略させていただきます。 

引き続き、平成２８年度当初予算関連議案についてご説明いたします。 

別冊になっております「平成２８年度 水道事業会計予算」と記載しています予算書の１ペー

ジをお願いいたします。 

「議案第２３号 平成２８年度飯塚市水道事業会計予算」につきましては、第２条の「業務の

予定量」で、年間総給水量１４２６万１１９８立方メートルを計画しております。第３条の「収

益的収入」につきましては、給水収益等２２億７９４０万円を、「収益的支出」につきましては、

経常的経費等２２億９３５０万３千円を計上いたしております。 

第４条の「資本的収入」につきましては、企業債、出資金等５億３４０３万２千円を、２ペー

ジの「資本的支出」につきましては、改良事業費、新設事業費、企業債償還金等１４億

４７３９万６千円を計上いたしております。内容の説明は省略させていただきます。 

続きまして、３３ページをお願いいたします。「議案第２４号 平成２８年度飯塚市産炭地域

小水系用水道事業会計予算」につきましては、第２条の「業務の予定量」で、年間総給水量

１７万４５５立方メートルを計画いたしております。第３条の「収益的収入」につきましては、

一般会計補助金等４９２５万８千円を、「収益的支出」につきましては、経常的経費等

４８６８万６千円を計上いたしております。第４条の「資本的収入」につきましては、一般会計

補助金２５９０万４千円を、「資本的支出」につきましては、改良事業費、浄配水施設整備事業

費に３３６３万９千円を計上いたしております。内容の説明は省略させていただきます。 

続きまして、５１ページをお願いいたします。「議案第２５号 平成２８年度飯塚市下水道事

業会計予算」につきましては、第２条の「業務の予定量」で、年間総処理水量７０４万４９０立

方メートルを計画いたしております。第３条の「収益的収入」につきましては、下水道使用料等

２１億５１６６万７千円を、「収益的支出」につきましては、経常的経費等１９億７０５０万

４千円を計上いたしております。 

５２ページをお願いいたします。第４条の「資本的収入」につきましては、企業債、国庫補助

金等１１億１２６２万７千円を、「資本的支出」につきましては、建設改良費、企業債償還金等

１８億５４３５万４千円を計上いたしております。また、第５条の「債務負担行為」につきまし

ては、水洗便所等改造資金利子補給金を計上いたしております。内容の説明は省略させていただ

きます。 

なお、予算資料としまして、各会計の予算収支総括表、工事概要書をお配りさせていただいて

おります。 



１８ 

以上、簡単でございますが、上下水道事業関連議案の説明を終わります。 

○議長（鯉川信二） 

 こども・健康部長。 

○こども・健康部長（田中 淳） 

 「議案第２６号 平成２８年度飯塚市立病院事業会計予算」について、ご説明をいたします。 

別冊となっております、平成２８年度飯塚市立病院事業会計予算の１ページをお願いいたしま

す。 

第２条の収益的収入で、公立病院に対する国の財政支援で交付税措置される金額を一般会計か

ら繰り入れるものや、会計基準等の改正に伴う特別利益などで、５億１０２２万１千円を、収益

的支出といたしまして、公立病院への国の財政支援で地方交付税措置される金額を指定管理者に

対して交付します病院管理運営交付金や減価償却費など５億８２５５万２千円を計上いたしてお

ります。 

また、第３条の資本的収入といたしましては、企業債、出資金、納付金など２億８６３８万

３千円を、資本的支出といたしまして、工事監理委託料及び建て替え工事費、企業債償還金など

２億８６３８万３千円を計上いたしております。なお、内容の説明は省略させていただきます。 

以上、簡単でございますが、説明を終わります。 

○議長（鯉川信二） 

 提案理由の説明が終わりましたが、上程議案５２件に対する質疑は委員会付託に際して行いた

いと思いますので、ご了承願います。 

「議案第１１号 平成２８年度 飯塚市一般会計予算」を議題といたします。提案理由の説明

を求めます。副市長。 

○副市長（田中秀哲） 

 ただいま上程になりました議案の提案理由につきまして、別冊になっております予算書により

ご説明をいたします。 

３ページをお願いいたします。「議案第１１号 平成２８年度飯塚市一般会計予算」につきま

しては、第１条で、予算の総額を７１７億２千万円と定めるものでございます。 

第２条（継続費）は、９ページの「第２表」に記載していますように、「幸袋地区児童館建設

事業」以下７件につきまして、平成２９年度までの年割額の限度額を定め、後年度分の予算執行

の調整を図るため設定するものでございます。 

第３条（繰越明許費）は、１０ページの「第３表」に記載していますように、「新庁舎建設事

業器具費」以下６件につきまして、年度内の完了が見込めないため設定するものでございます。 

第４条（債務負担行為）は、１１ページの「第４表」に記載していますように、「公有財産購

入費 水江排水ポンプ場敷（土地開発公社委託分）」以下１０件につきまして、債務が後年度に

またがるため設定するものでございます。 

第５条（地方債）は、１２ページをお願いいたします。「第５表」に記載していますように、

起債の目的ごとに限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるもので、「地域振興事業

費」以下２１件につきまして、総額で１４０億３７４０万円の限度額を設定するものでございま

す。 

第６条（一時借入金）につきましては、借入れの最高額を１００億円と定めるものでございま

す。 

内容につきましては、先ほど市長が述べました施政方針に基づき予算を編成しておりますので、

説明を省略させていただきます。 

○議長（鯉川信二） 

 提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 



１９ 

質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案は、特別委員会を設置し、これに付託いたしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、そのように決定いたしました。 

お諮りいたします。特別委員会の名称は、「平成２８年度一般会計予算特別委員会」とし、委

員定数は１１名といたしたいと思います。これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、そのように決定いたしました。 

お諮りいたします。特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第１項の規定によ

り、３番 瀬戸 光議員、４番 勝田 靖議員、５番 光根正宣議員、７番 川上直喜議員、

９番 兼本芳雄議員、１２番 田中裕二議員、１４番 江口 徹議員、１５番 福永隆一議員、

１６番 吉田健一議員、１９番 藤浦誠一議員、２６番 坂平末雄議員、以上１１名を指名いた

したいと思います。これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました１１名の方々を平成２８年度一般

会計予算特別委員会委員に選任することに決定いたしました。 

暫時休憩いたしますので、その間、正副委員長の互選をお願いいたします。 

暫時休憩いたします。 

 

午前１１時４３分 休憩 

 

午前１１時５４分 再開 

 

○議長（鯉川信二） 

本会議を再開いたします。 

正副委員長が決定いたしましたので、発表いたします。 

委員長 ２６番 坂平末雄議員、副委員長 ３番 瀬戸 光議員であります。 

お諮りいたします。明２月２５日から２月２８日までの４日間は、休会といたしたいと思いま

す。これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、明２月２５日から２月２８日までの４日間は、休会と決定い

たしました。 

以上をもちまして、本日の議事日程をすべて終了いたしましたので、本日は、これにて散会い

たします。 

 

午前１１時５５分 散会 
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